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小
稿
は、
観
智
院
本
類
衆
名
義
抄
に
み
え
る
凡
例
記
事
の
誤
写
の
可
能
性
を

指
摘
し、
そ
れ
に
よっ
て、
凡
例
の
よ
り
素
直
な
解
釈
が
可
能に
な
る
こ
と
の

報
告
で
あ
る。

名
義
抄
の
凡
例
に
あ
た
る
も
の
は、
現
在
観
智
院
本に
し
か
存し
な
い
が、

こ
の
凡
例
が
名
義
抄
解
読に
当
たっ
て
重
要
な
情
報
源
の一
つ
で
あ
る
こ
と
に

間
違い
は
な
い。
そ
の
内、
部
首
立
て
に
関
す
る
有
名
な
部
分
を
引
用
す
る
と

次
の
通
り。

立
篇
者
源
依玉
篇。
診
次
第
取
相
似
者
置
隣
也。
珍
字
数
少
者
集
為
雑
部

依
類
者
決
也。
篇
中
衆
字
者
私
所
為
也。
印
字
錐
在
人
部
依
難
求
入
|
部。

失
字
雛
在
手
部
依
難
知
為
大
部
等
也。
自
絵
字
准
可
知。

言
う
と
こ
ろ
は
明
快
で、
篇
立
て(
部
首立て)
の
ス
タ
ー
ト
は『
玉
篇」
に

依
り、
類
似
字
形
順
の
排
列
を
し
た。
そ
し
て、
所
属
字
数
の
少
な
い
も
の
は

集
め
て
雑
部
と
し、
部
首へ
の
所
属
は
私
意に
よ
る:\
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ

る。
もっ
と
も
「
立
篇
者
源
依
玉
篇」
の
文
言
は、
「
篇
立
て
は
玉
篇に
依
り」

と
い
う
よ
う
に
「
源」
を
無
視
し
た
解
釈
が
さ
れ
る
こ
と
が
多
く、
そ
の
場
合

は
「
韻
分
類
で
は
な
く、
部
首
分
類
を
採
用
し
た」
と
い
う
よ
う
に
苦
し
く
解

釈
さ
れ
る
場
合
が
あっ
た。
「
源」
と「
珍
次
第」
と
は
対
と
見
るべ
き
で
あ
る。

問
題
は
そ
の
後
の、「
印
字
は
人
部
で
あ
る
が、
そ
れ
で
は
検
索
し
に
くい
の

で、
-
部に
収
め
た」
と
い
う
例
示
の
箇
所
で、
「
印」
が「
人
部」
に
配
属
さ

れ
て
い
る
と
い
う
説
明
で
あ
る。
「
印」
字
が「
人
部」
に
配
置さ
れ
る
と
い
う

信〉観智院本類衆名義抄の凡例と部首立てについて〈短

の
は
奇
妙
で
あ
る。
文
脈
か
ら
す
れ
ば、
こ
こ
は
「
玉
篇」
に
お
け
る
「
印」

字
の
部
首
配
属
と
見
る
の
が
自
然
で
あ
る
が、
『
玉
篇」
人
部に「
印」
は
存
在

し
な
い
(「
印」
字は
「
印
部」
に
ある)。
そ
の
た
め
か、
中
田町ω
で
は、

「
印」
字
は、
も
と
は「
人」
(
イ)
部に
あ
る
が、
今
は
「
」
部に
入

れ
る
と
い
う。
「
印」
の
初
画
が「
イ」
に
似
る
か
ら、
さ
よ
う
に
分
類
し

た
字
書
も
あっ
た
の
で
あ
ろ
う。
し
か
し、
そ
の
よ
う
な
字
書
は
知
ら
れ

て
い
ず、
あ
る
い
は、
名
義
抄
の
原
型
に
そ
う
あっ
た
の
で
は
ない
か。

と
し、
「
印」
字
が
人
部に
配
属
さ
れ
て
い
る
字
書
が
存
在
し
た
可
能
性
を
想
定

し
て
い
る。
し
か
し、
『
玉
篇」
以
外
の
字
書
や「
名
義
抄
の
原
型」
を
想
定
し

て、
こ
の
箇
所
を
読
む
こ
と
は
困
難
で
あ
る。
「
印
字
難
在
人
部:・」
と
い
う
記

述
は、
こ
れ
が
も
し
「
玉
篇』
に
関
す
る
も
の
で
な
い
の
な
ら
ば、
せ
め
て一

般
的
な
部
首
配
属
の
在
り
方
と
考
え
な
く
て
は
な
ら
ない。「
玉
篇
で
は
印
字
を

人
部に
置
く
が・:」
と
読
む
か、
「
普
通
は
印
字
を
人
部に
置
く
が:・」
と
読
む

か
の
ど
ち
ら
で
あ
ろ
う。
そ
し
て、
「
そ
の
よ
う
な
字
書
は
知
ら
れ
てい」
な
い

の
で
あ
る
か
ら、
考
え
るべ
き
は
記
事
の
信
頼
性
で
あ
る。
管
見で
は
以
後こ

の
件に
関
し
て
触
れ
た
も
の
を
知
ら
ない。
名
義
抄
の
部
首
排
列に
関
す
る
論

文
と
し
て
有
名
な、
酒
井口w
で
も、

「
相
似
た
も
の
を
取
り
て
隣に
置
く」
と
い
う
句
は
上
の
立
篇
云
々
を
承

け
る
と
と
も
に、
下
文
の
「
印」
字
や
「
失」
字の
具
体
列
で
明
ら
か
な

ょ，つに・・・

と
し、
特に
触
れ
て
い
な
い。
そ
の
後
の
研
究
論
文
で、
こ
の
凡
例
部
分
が
引

用
さ
れ
る
場
合
も、
こ
の
件に
関
し
て
の
言
及
は
特に
な
い
よ
う
で
あ
る。

も
う一
度
言
う
が、
こ
こ
は
『
玉
篇」
の
部
首
立
て
に
関
す
る
批
判
と
見
る

の
が
自
然
な
文
脈
で、
そ
の
線で
解
釈
すべ
き
と
考
え
る。

結
論
か
ら
言
え
ば、
こ
の「
印」
字
は、
「
弔」
字の
誤
写
と
見
るべ
き
も
の
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で
あ
ろ
う。
観
智
院
本
に
誤
写
が
多い
こ
と
は、
岡
田
希
雄
氏
の
指
摘
以
来
有

名
で
あ
る(
岡田宮)。
観
智
院
本
の
字
形
は
明
ら
か
に
「
印」
字
で
あ
る
が、

「
印」{子
と「
弔」
字
は、
字
形に
お
い
て
紛
れ
る
可
能
性
は
低
く
な
い。
「
弔」

字
は
『
玉
篇』
で
は
人
部
に
あ
る。
『
玉
篇」
で
「
弔」{子
が
人
部に
あ
る
の
は

多
分
に
意
味
上
の
配
慮
が
あっ
た
と
考
え
ら
れ
る
が、
類
似
字
形
排
列
を
標
携

す
る
名
義
抄
の
立
場
か
ら
す
れ
ば、
「
弔」
を
人
部に
求
め
る
の
は
至
難
の
業
で

あ
る
か
ら、
当
然
「
|
部」
に
収
め
な
お
す
こ
と
と
な
る。

参
考
ま
で
に
「
玉
篇』
の
抄
録
本
で
あ
る
『
家
隷
万
象
名
義』
の
該
当
部
分

を
掲
げ
て
お
こ
う(
図)。
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名
義
抄
の
凡
例
記
事
自
体
は、
『
玉
篇」
の
部
首
立
て
か
ら
ス
タ
ー
ト
し、
さ

ら
に
そ
れ
を
「
字
形
引
き」
が
容
易
な
よ
う
に、
批
判・
再
編
し
た
部
首
立
て

を
試
み
た、
と
素
直
に
読
むべ
き
で
あ
る。
た
だ、
そ
の
凡
例
記
事
の
言
と
は

別に、
「
玉
篇』
の
五
四
二
の
部
首に
対
し
て、
名
義
抄
は
雑
部
を
含
め
て
も
わ

ず
か一
二
O
で
あ
る
か
ら、
「
玉
篇」
の
部
首の
み
を
脱
ん
で
再
編
し
た
と
は
考

え
に
く
い。
こ
れ
に
つ
い
て
は
別に
解
釈
すべ
き
で
あ
る。

と
こ
ろ
で、
「
印」
字
を「
弔」
字の
誤
写
と
見
る
解
釈は、
管
見で
は
他に

得
ら
れ
な
かっ
た
が、
そ
の
道
の
専
門
家に
は
既に
気づ
か
れ
て
い
る
こ
と
か

も
知
れ
ない
し、
ま
た
既に
指
摘
の
あ
る
こ
と
か
も
知
れ
ない
が、
少
な
く
と

も
周
知
の
事
柄
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る。

引
用
文
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